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これまでの歩み
明治37（１９０４）年 3月 3日	 	
紙商を創業

昭和23（１９４８）年�
「合名会社三藤紙店」に改組

昭和27（１９５２）年	
戦後の店舗改装

昭和55（１９８０）年�
ミフジ株式会社設立（合名会社三藤紙店・ミ
フジビル株式会社 合併）

平成16（２００４）年�
１００周年・現店舗オープン・本店移転

令和 ５（２０２3）年�
現店舗 １Ｆリニューアル

ミフジ株式会社
　
創　　業◦明治37（１９０４）年 3月 3日
所 在 地◦三重県津市東丸之内 ５−８
電話番号◦０５９−２２６−２６６２
代 表 者◦代表取締役社長　三藤友喜
事業内容◦紙卸商、紙・文房具・雑貨の小

売業

　前項で素晴らしい企業紹介をされた菊山征二社長の後で恐縮ですが、私も三藤家の
物語を紹介させていただければと思います。

◉青天の霹靂
「膵臓と肝臓に影があるらしい……ステージ４の膵臓がんかもしれん、ごめん」
　２０１９年（令和元年）５月17日㈮17時過ぎ、社長である父から呼ばれ、突然こう切り出され
ました。
　本人に自覚症状が一切なく、診断された日から懸命に標準治療を受けてきましたが、
２０２０年（令和 ２年）４月29日に父、三藤治喜は62歳で他界しました。まさにコロナウイルスに
よる緊急事態宣言が始まったばかりの頃です。コロナ禍が始まったと思ったら事業継承と
相続が同時に発生し、その後ウクライナ戦争、為替変動による円安へのシフト、物価上昇
による度重なる紙の値上げなど青天の霹靂づくしでしたが、三藤家では何も私だけが大
変だったわけではありませんでした。

◉三藤家の歴史
　紙屋初代で高祖父の三藤重男は妻しなと共に、
五世の祖で三藤家 ６ 代目三藤治兵衛のもと紙屋を
１９０４年（明治37年）には始めていたようですが、創業
時は苦労の連続で紙屋への事業変革は大変だった
と思います。
　その重男は１９４４年（昭和19年）８月、まさに第二次
世界大戦中に他界しています。当時の資料も含め、家や社屋丸ごと焼夷弾や爆弾によっ
て消失し、終戦時には瓦礫の山と化した故郷を目の前に懸命に復興した曽祖父で２代目
三藤喜一も40歳で事業継承し、カタカナと漢字で当時の状況が綴られた手記は、今でも私
を支えてくれる大切なバイブルです。伊勢湾台風と昭和の大変動の中で今のミフジの礎を
築いてくれた祖父で３ 代目三藤重徳も、喜一の他界によって42歳を迎えようとしている時
に事業継承を迫られ、父で ４ 代目三藤治喜も社長就任時期に、番頭と三藤家の中心人
物で文具店の店頭でも有名人だった祖母幸子を亡くし、１９０４年（明治37年）から見たら１００
周年にあたる２００４年（平成16年）にわけあって大変な苦労の末、現在の店舗と本社を建て
ました。ちょうどその時期にＣ型肝炎に罹患していることもわかり、２０１７年（平成29年）にやっ
と完治したと思ったら、２０１９年（令和元年）に膵臓がんが発覚しました。

◉お店づくりについて
　実店舗については事業継承前から非常に悩んでいました。
この店はお客様にとって行ってみたいお店なのか　。
　その答えを求めて事業継承してから１年半かけて全国の
気になるお店を見て回り、５ 万点以上ある商品陳列と商品
棚２０７台の配列を一から見直し、すべて１/１００サイズの設計
図面に落とし込んで、地元の設計士とともにリアル店舗として
の特長を追求して見せ方（「見せる」から「魅せる」に）を変え、
目的買いだけでなく、用事はないけど行ってみたいお店、なん
か素敵なお店、楽しいお店を目指して２０２３年（令和 5年）７月
から８月にかけて社員や地元工務店の方と共に営業しながら改装しました。情報量はな
るべく少なくしてシンプルに見せるため、極力メーカーの陳列ケースは避け、感覚的に選べ
るように大きさごとだったファイル類は色別に陳列したり、改装前から使っていた商品棚
２０７台はそのほとんどを売り場ごとに色を決めて、スタッフと一緒に汗だくになりながら塗り
直したりしました。１２０年も地元津市で商売してこれたのは、ひとえに地元の皆様に支えて
頂いたからであり、大変感謝するとともに今後は先代たちも必死に支えたミフジを、これか
らお客様が楽しめて学べるお店にしていきます。今まではミフジサイドのみで店づくりして
いたのをお客様や写真家、画家、イラストレーター、書道家など地元のアーティストも一緒に
なって、紙や文具の楽しさを伝えたり体験したりして店づくりしていけるように変えていきま
す。さらに紙や文房具だけでなく、地元の魅力もどんどん発信し、他の店舗や商店街、地域
ともしっかり連携して地元へ恩返しできればと考えております。そしてお店のにぎわいが地
元にも波及して津市のまちなかの活性化にもつながればと願っています。

代表取締役社長　三藤友喜氏
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